
森林は、木材やキノコといった林産物の供給や、地球温暖化の原因となるCO2の吸収、土砂災害の防止、水源の涵養、保健養育
の場の提供など、私達にとって欠かせない役割を担っています。また、SDGｓの目標15「陸の豊かさも守ろう」だけでなく様々な
目標にも関連しています。

大分県は、林業が盛んな県で林業産出額は全国で5位です。県内の森林面積の約5割を占める人工林では、木材として利用可能
となっているにも関わらず、輸入材の増加や林業の採算性の低下などにより、放置される森林もみられるようになっています。ま
た、CO2の吸収量が低下した高齢の木々が増えており、末口が直径30ｃｍ以上の「大径材」の活用が課題となっています。

世界的には令和3（2021）年、新型コロナウイルス感染症の影響等によりアメリカの住宅需要の高まりや海上輸送の混乱などが生
じ、日本の木材輸入や木材生産に大きな影響を及ぼした、いわゆるウッドショックがありました。また近年
のロシアによるウクライナ侵略に関連した木材流通への影響も心配されています。

森林を守るためには、植林→育成→伐採→利用といったサイクルを回すことが大切です。それは、海外の影
響を受けにくい安定した日本の木材流通をつくることにも繋がります。そのためには私たちがもっと木を利用
する必要があります。

木のある暮らし
大分県の森林を守る未来へのアクション

取材協力（50音順）　　合同会社ウッドアート楽、大分県立大分工業高等学校、大分県農林水産研究指導センター林業研究部、合同会社大分薪ストーブ、木屋かみの、九州大
学農学研究院 清水邦義 准教授、月隈木履、藤居醸造合資会社、有限会社アトリエ間居、慧設計一級建築士事務所、佐伯広域森林組合、タマイM＆S株式会社、日本ハウジ
ング株式会社、一級建築士事務所Yama Design、株式会社幸建設、ミウラクワノパートナーシップ有限会社一級建築士事務所

発行／大分県農林水産部林産振興室　　　編集/認定NPO法人地域環境ネットワーク

木を使うことは、
森を守ること
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私たちの暮らしの中に様々な形で
利用されている「木」。
木は人にやさしい素材です。

木の特性

建築 家具

日田下駄食器 おもちゃ

薪ストーブ

軽くて丈夫1
加工しやすい2
肌触りが良い3
適度な湿度に保つ4
衝撃を吸収する5

熱が伝わりにくい6

目にやさしい7

音をまろやかにする8

木の香りで
　リラックス9


